
ホテルニューオ一歩ニ本館

所在地:東京部千fi;田区紀尾井町 4番 1号
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改修年:2007年(平成均年〉

畑 違:ホテル(改棒読後とも)

建物所i有者:株式会社ニューオ…タニ

改{移設計者:株式会社日建設計

エヌアールイーハピネス株式会社


株式会社スタジオ  M

株式会社註建スペースデザイン


改修主主工者:大成建設掠式会社、株式会社

沖ウインテック株式会社、ダイダン数式会社、株式会校域口研究所

詰災エンジニアリング株式会社

この建築は、 1964年 (BB手U39年)東京オリンピックの開催に向け、内外の賓客を迎える裕泊施設として建設さ

れた。敷地の南西部を弁愛掘に囲まれたこのホテルは、警備のし易いことから数多くの閑寂が宿泊することでも

知られている O 建築後初年余りを経逃し、耐震強度の向上と老朽化した施設の内外袋、設僑の一新を包的にこ

のブロジ J クトはスタ…トした。建て替えとはせずにリニューアル再生したことは、資源の有効活用、

負荷の低減への貢献にも燃がっている。

リニューア }v工事は、この建物形状の特11にもなっているヨツ矢裂の形状をiきかして 3期に分けて行い、工事

中も営業可能部分会確保する工夫を行っている。外務の改修は、滋存のアルミカーテンウオールをぎなで撤去し、

ガラスカーテンウオ-)しとした。既草子外装のゴールド織の印象をスパンドレル誌の水調色に継承しながら「和j

のイメ}ジを演出するなど外観の印象会 新することに成功している。一方でこのホテルの特徴として知られてA

いる;段上階の回転レストランは、サッシュの取り換えと安全性の向上を濁り、|日来の姿会ぞのままに客席が駁

転する 360疫のビューレストランとして改修冬れた。外殺を修復しながら災海命建築を守っていく考えも大切だ

が、ホテルなどの商業的な施設にあっては、時代に合わせた施設として商品価総指上告と図るこのような改修もリ

ツオームの好事例と言える。

磁震性の向上については、耐震改修促進法の適用必受け、超高層建築として第 1号の認定を取得している。近年、

長潟期地震動による超高層建築物の樹緩性能に対する姶頼性向上が諜緩となってきているやで、コア音1Iと各ウイ

ング端部に信号振ブレース会設穫し暴投愛生能の向上を図っている。この改修により現行基濃淡に芸春づき設計される

超高層建物と同等の性能を確保し更なる炎寿命建築として安心して使い続けられる建物に生まれ変わった。 
i九装については、一部フロアーをエグゼクテイブハウス「終jとして全面的な改修を行い、ホテ Jレのイメージ

アップを図っている。また、各学客室も外装改修によるフルハイトのガラスカーテンウオールの明るく開放感ある

部屋に生まれ変り、客案の商品性が飛躍的に向上している。バリアツリ}化にも前府議に取り組み、既得躯体の

によるフラット化や新たにパリアフリー対応の専用客室を企闘するなど時代の撃さ識に応える畿勢も評価

された。

設備のリニューアルも翁x.ネルギーを図的に取り組んでいる。客室用空調機として水熱源ヒートポンプ併設の 

FCU (ファンコイルユニット〉を設置している。これは、本ヅロジェクトの fこように開発された AEMS(エイムス)

システムと称し、 2管式の FCUながら利用者?の好みで客室ごとに冷房・媛房蔑較が行えるハイ

である。快適性の向上と省エネルぞ…化が図られ、 j支えネ率は冷暖)J)ぶネルギー、

いる。また、皮J:.緑化による冷H愛媛スネルギーの削減や、最上|滑レストラ

幅な C弘前滅に寄らしていることも評側された。 
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